
シリーズ ⼤学の授業を極める「学習評価」⾃学⾃習⽤ハンドアウト 
 
パート１．学習評価を理解する 
 
・評価の原則：教えた内容を評価する 
 授業内容と試験問題のズレに注意する 
 
 
・学習評価の役割 
 ①学⽣の学習を促進する 

→評価によって学⽣は⾃分の理解度を知る 
  →ハイステークスな評価（例：1 回限りの評価）では不正が起こりかねない 
 ②学⽣の到達度を確認する 
 ③教員の授業改善を促す 
  →追加で配布資料を配る、説明をより詳しく⾏なうなど 
 ④学⽣⽀援の資料になる 
  →研究室の配属振り分けや奨学⾦の受給可否の判断に使われる 
  →評価結果に満⾜しない場合は、学⽣が異議申し⽴てすることが認められていることもある 
 ⑤社会に対する説明責任を果たす 
  しっかりと教育をやっているという証拠になる 
 

 
 
  



パート２．評価の要素 
 
・学習評価の時期 
 診断的評価、形成的評価、総括的評価 

 
 
・科⽬によって評価の回数が変わる 
 例：語学や数学では形成的評価が多い 
 
・採点に対する教員の負担を減らすためにも、形成的評価を⾏なって負荷を分散させる 
 
 
・学⽣が⾏なう評価 
 →⾃⼰評価をそのまま成績評価に⼊れるかどうかは慎重にすべきだが、⾃⼰評価する事で⾃分の学び

を客観視できる 
→ピア評価（相互評価）もある 
→適正な評価の重要性に気づかせることが⼤切 

 
 
  



・本当に測りたい能⼒を測れる評価⽅法を選ぶ 
 →測りたい能⼒とは違う能⼒を測定していることもあるので注意する 

 
 
・ポートフォリオ評価 
 学習成果だと思えるものはありとあらゆるものを⼊れる 
 採点の⼿間はかかる 

 
 
・完璧な評価はない 
 評価したい能⼒に適切なものを選ぶ 
 
  



パート３．評価基準を作る 
 
・学習評価の基本構造 
 能⼒そのものは観察できない 
 評価課題を課すことで、その能⼒を可視化できる 
 そのパフォーマンスを評価基準で解釈する 

 

 
 
・学習評価⽅法の分類 

 

 
 
・課題を通してどの能⼒が評価されているのかがわかると学⽣は学習しやすい 
 →評価基準をいかに⽰すか 
  



・ルーブリックの基本構造 
 評価観点、評価尺度、評価基準 

 

 
 
・ルーブリックの具体例 
 教員は採点が楽になる 
 学⽣は⾃⼰評価・相互評価をしやすくなる 

 
 
  



パート４．パフォーマンス課題を⽤意する 
 
・（パフォーマンス課題の典型である）レポート課題の類型 

例）中間期の要約型レポートで知識を測り、それが学期末の論述型レポートの練習にもなる 

 
 
 
・シナリオ課題（cf. ケースメソッド） 
 知識を実際にどのように応⽤するか 

 
 
・パフォーマンス課題では知識と経験をうまく結びつける 
 



・絶対評価と相対評価 

 
 
 
・学⽣に評価結果の理由を説明できるようにしておく 
 
 
・評価はやりながら常に改善していくもの 
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